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進
を
図
る
た
め
、
「
奨
学
資
金
償
還

補
助
金
」
を
創
設
し
ま
す
。

　
県
外
か
ら
の
移
住
者
へ
の
住
ま
い

確
保
に
つ
い
て
、
長
崎
県
の
事
業
を

活
用
し
た
移
住
者
向
け
住
宅
確
保
加

速
化
支
援
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
子
育
て
支
援
】

　
き
め
細
か
な
出
産
・
育
児
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
産
婦
健
康
診
査
に
係

る
費
用
を
助
成
す
る
取
り
組
み
を
新

た
に
開
始
し
ま
す
。

　
妊
娠
・
子
育
て
に
関
す
る
経
済
的

負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
育
児
用

品
の
購
入
費
を
助
成
す
る
「
育
児
用

品
購
入
助
成
事
業
」
及
び
給
食
の
副

食
費
を
無
償
化
す
る
「
保
育
園
等
副

食
費
助
成
事
業
」
を
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。

　
乳
児
の
予
防
接
種
と
し
て
、
10
月

か
ら
新
た
に
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
定
期
接
種
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
幼
児
教
育
・
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
つ
い
て
は
、
保
育
補
助
者
の
雇

い
上
げ
に
要
す
る
経
費
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
延
長
保
育
事
業
、
障
害

児
保
育
事
業
、
病
児
保
育
事
業
な
ど

の
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
引
き
続
き
実
施

し
、
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
市
政
運
営
（
所
信
）
に
つ
い
て

　
昨
年
５
月
、
新
天
皇
陛
下
が
御
即

位
さ
れ
、
「
令
和
」
と
い
う
新
し
い

時
代
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
本
市
の
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
ま
す
人
口
減
少
問
題
に
対
し
、

子
育
て
世
代
へ
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
策
や
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
農
業
基
盤
整
備
や
観
光
施
策

の
再
構
築
な
ど
に
も
着
手
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
特
に
、
「
新
・
子
育
て
応
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
は
、
人
口
減
少
問
題
に
取

り
組
む
本
市
施
策
の
大
き
な
柱
と
な

り
、
婚
姻
数
に
至
っ
て
は
、
昨
年
よ

り
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
、
さ
ら
に

深
刻
化
す
る
人
口
減
少
問
題
に
立
ち

向
か
う
た
め
に
は
、
施
策
・
事
業
の

効
果
的
な
構
築
に
手
を
緩
め
る
こ
と

な
く
取
り
組
む
こ
と
が
肝
要
で
あ
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
に
お
い
て
は
、
定
住

人
口
拡
大
や
、
防
災
対
策
シ
ス
テ
ム

の
整
備
、
公
共
施
設
の
整
備
等
に
加

え
、「
雲
仙
市
教
育
大
綱
」
に
よ
る
「
や

さ
し
さ
」
に
満
ち
た
本
市
教
育
環
境

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
新
た
な
時
代
に
お
い
て
、
市

政
の
好
循
環
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
雲
仙

市
の
未
来
が
確
か
な
発
展
を
遂
げ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
政
運
営
に

全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
令
和
２
年
度
の
主
な
取
り
組
み

※

「
第
２
次
雲
仙
市
総
合
計
画
」
の

基
本
方
針
に
沿
っ
て
説
明
し
ま
す
。

【
出
会
い
・
結
婚
・
移
住
・
定
住
】

　
出
会
い
・
結
婚
の
支
援
に
つ
い
て

は
、「
新
・
子
育
て
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

の
各
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組
み

ま
す
。

　
移
住
・
定
住
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
拡
充
し
、

「
関
係
人
口
」
の
創
出
に
よ
り
、
将

来
的
な
移
住
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
取

り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
若
者
の
移
住
・
定
住
の
促

【
地
域
福
祉
・
高
齢
者
福
祉
】

　
地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

就
任
い
た
だ
い
た
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
皆
様
と
連
携
協
力
し
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
介
護
予
防
に
つ
い
て
は
、
住
民
が

参
加
し
や
す
い
介
護
予
防
事
業
の
推

進
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
高
年
齢
者
の
就
業
機
会
の
確
保
を

推
進
す
る
た
め
、
引
き
続
き
雲
仙
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
円
滑

な
運
営
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
社
会
の

中
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
に
引

き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
な
お
、
「
第
３
期
雲
仙
市
地
域
福

祉
計
画
」
、
「
第
６
期
高
齢
者
福
祉
計

画
」
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
障
が
い
者
福
祉
】

　
手
話
に
対
す
る
理
解
の
促
進
を
図

る
た
め
普
及
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
を
行
い
、
出
前
講
座
の
拡
充
や

手
話
奉
仕
員
の
養
成
及
び
研
修
を
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
障
害
者
職
場
実
習
促
進
事
業
の
推

進
や
障
害
者
就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
な
ど
、
就
労
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
日
常
生
活
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
を
は
じ
め
、
外

出
時
の
移
動
支
援
や
特
別
支
援
学
校

へ
の
通
学
支
援
の
推
進
を
図
る
と
と

も
に
、
障
害
児
通
所
給
付
事
業
に
引

き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
な
お
、
「
第
６
期
障
害
福
祉
計
画
」

の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
健
康
・
医
療
体
制
】

　
各
種
健
康
診
査
等
の
受
診
率
の
向

上
に
つ
い
て
は
、
日
曜
健
診
や
個
別

受
診
勧
奨
の
実
施
及
び
健
診
の
周
知

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
に
胃

が
ん
検
診
に
内
視
鏡
に
よ
る
検
査
を

加
え
、
早
期
発
見
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
感
染
症
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
各

予
防
接
種
の
実
施
に
加
え
、
引
き
続

き
風
疹
の
抗
体
検
査
及
び
予
防
接
種

を
令
和
３
年
度
ま
で
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
世
界
的
に
感
染
が
拡
大
し

て
お
り
ま
す
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
つ
い
て
は
、
県
や
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
適
切
な

対
応
に
努
め
ま
す
。

　
南
高
医
師
会
や
関
係
機
関
等
と
連

携
を
図
り
、
休
日
・
夜
間
の
初
期
救

急
医
療
体
制
の
維
持
に
努
め
る
と
と

も
に
、
新
た
に
整
備
さ
れ
た
公
立
新

小
浜
病
院
に
つ
い
て
は
、
来
院
者
の

利
便
性
の
向
上
と
医
療
需
要
に
対
応

す
る
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
安
定

的
な
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
南
島
原

市
と
連
携
し
取
り
組
み
ま
す
。

【
暮
ら
し
の
安
全
確
保
】

　
自
主
防
災
組
織
の
育
成
・
強
化
に

向
け
、
モ
デ
ル
地
区
を
選
定
し
、
規

約
作
成
や
防
災
マ
ッ
プ
作
成
の
支
援

に
加
え
、
自
主
防
災
組
織
が
行
う
訓

練
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
消
防
詰
所
や
防
火
水
槽

な
ど
の
整
備
に
よ
る
地
域
防
災
機
能

の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
市
の
防

災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
生
活
部
内
に
危
機
管

令
和
２
年
度  

施
政
方
針

令
和
２
年
第
１
回
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、
金
澤
市
長
が
述
べ
た

「
施
政
方
針
」
を
整
理
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
施
政
方
針
と
は
、
市

政
運
営
の
目
指
す
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
す
。
）

暮
ら
し
と
安
心

１基
本
方
針
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「
雲
仙
市
教
育
大
綱
」

こ
れ
ま
で
の
事
業
を
拡
充
し
、

き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

間
の
短
縮
及
び
生
産
性
向
上
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
ド
ロ
ー
ン

の
資
格
取
得
費
用
の
一
部
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
登
録
農
薬
の
拡
大
推

進
や
、
園
芸
施
設
栽
培
に
お
け
る
収

量
の
増
加
に
繋
が
る
環
境
制
御
技
術

の
推
進
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
労

力
負
担
の
軽
減
を
図
る
認
定
農
業
者

等
に
対
し
、
新
た
に
市
単
独
事
業
に

よ
り
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
購
入
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

　
優
良
畜
産
物
の
生
産
性
向
上
に
つ

い
て
は
、
施
設
整
備
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
環
境
整
備
を
併
せ
た
生
産

規
模
の
拡
大
、
収
益
性
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
各
種
補
助
事

業
を
活
用
し
ま
す
。
ま
た
、
家
畜
防

疫
体
制
に
つ
い
て
は
、
情
報
を
迅
速

に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
り
、
安
全
・
安
心
な

畜
産
物
の
生
産
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
林
業
】

　
認
定
林
業
事
業
体
へ
の
支
援
体
制

を
強
化
し
、
森
林
施
業
の
集
約
化
に

取
り
組
む
体
制
と
新
規
事
業
体
の
育

成
等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
高
性

能
林
業
機
械
の
活
用
に
よ
る
作
業
の

効
率
化
と
低
コ
ス
ト
化
を
目
指
し
、

簡
易
で
耐
久
性
の
あ
る
路
網
の
開
設

を
推
進
し
ま
す
。

　
森
林
資
源
の
育
成
・
確
保
に
つ
い

て
、
利
用
間
伐
を
中
心
と
し
た
森
林

整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
た

な
森
林
管
理
制
度
に
基
づ
き
未
整
備

森
林
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

　
木
材
の
販
路
拡
大
に
つ
い
て
は
、

公
共
施
設
建
築
や
公
共
工
事
に
お
け

理
室
を
設
け
体
制
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
災
害
発
生
時
の
様
々
な
情
報

等
を
適
正
に
整
理
し
、
迅
速
な
意
思

決
定
が
図
れ
る
よ
う
防
災
対
策
シ
ス

テ
ム
の
整
備
を
図
り
ま
す
。
　
　

　
小
浜
消
防
署
の
建
替
え
に
つ
い
て

は
、
消
防
力
向
上
対
策
検
討
委
員
会

の
結
果
を
基
に
、
県
央
地
域
広
域
市

町
村
圏
組
合
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

　
社
会
全
体
で
犯
罪
被
害
者
等
の
支

援
を
進
め
る
た
め
関
係
条
例
を
制
定

し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

　
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
増
加
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
体
験
型
講
習
会

な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
子
供

の
交
通
安
全
教
育
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
消
費
者
保
護
に
つ
い
て
は
、
高
齢

者
や
、
地
域
の
身
近
な
相
談
役
で
あ

る
民
生
委
員
等
を
対
象
と
し
た
出
前

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

【
農
業
】

　
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
雲
仙

市
農
林
水
産
業
振
興
計
画
：
後
期
対

策
」
に
基
づ
く
施
策
の
推
進
を
図
り
、

国
内
外
の
競
争
に
勝
ち
抜
く
農
業
の

確
立
を
目
指
し
ま
す
。

　
担
い
手
の
確
保
・
育
成
対
策
に
つ

い
て
は
、
新
規
就
農
者
の
支
援
を
行

う
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
に
加

え
、
市
単
独
事
業
と
し
て
新
規
就
農

者
移
住
促
進
事
業
を
活
用
し
、
意
欲

的
な
担
い
手
を
確
保
し
ま
す
。

　
集
落
営
農
組
織
の
育
成
対
策
に
つ

い
て
は
、
中
山
間
地
域
を
中
心
に
集

落
営
農
組
織
の
育
成
や
法
人
化
を
進

め
、
農
村
集
落
の
活
性
化
や
人
・
農

地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
現
在
６
地
区
に
お
い
て
県
営
農

地
整
備
事
業
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
吾
妻
町
の
横
田
地
区
と
南
串

山
町
の
荒
牧
尾
登
地
区
に
お
い
て
、

引
き
続
き
関
係
農
家
に
よ
る
推
進
委

員
会
を
開
催
し
、
事
業
化
へ
の
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
小
規
模

団
地
の
農
地
整
備
に
つ
い
て
、
５
地

区
の
事
業
推
進
組
織
が
設
立
さ
れ
て

お
り
、
今
後
、
事
業
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
し
、
全
市
的
な
農
業

生
産
基
盤
の
強
化
を
目
指
し
ま
す
。

　
優
良
農
地
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

農
地
中
間
管
理
機
構
を
介
し
た
担
い

手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
を
促
進
し

ま
す
。
ま
た
、
農
業
委
員
会
に
お
い

て
農
地
利
用
最
適
化
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
更
な
る

農
地
利
用
の
最
適
化
が
図
ら
れ
る
も

の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
農
作
物
の
被
害
防
止
対
策
に
つ
い

て
は
、
新
た
に
市
単
独
事
業
に
よ
り

鳥
類
に
よ
る
被
害
防
止
対
策
に
取
り

組
む
農
業
者
団
体
を
支
援
し
ま
す
。

　
生
産
性
向
上
と
コ
ス
ト
縮
減
対
策

に
つ
い
て
は
、
農
地
整
備
事
業
の
推

進
、
情
報
技
術
の
利
活
用
、
高
性
能

農
業
機
械
の
導
入
に
よ
り
、
労
働
時

る
県
産
材
の
利
用
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
な
ど
、

新
た
な
販
路
拡
大
に
取
り
組
み
ま

す
。

【
水
産
業
】

　
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
国

見
漁
業
協
同
組
合
、
瑞
穂
漁
業
協
同

組
合
、
諫
早
市
の
小
長
井
町
漁
業
協

同
組
合
に
よ
る
漁
協
合
併
等
も
踏
ま

え
、
有
明
海
西
部
地
域
、
橘
湾
地
域

の
そ
れ
ぞ
れ
で
策
定
さ
れ
た
、
「
浜

の
活
力
再
生
広
域
プ
ラ
ン
」
及
び
橘

湾
東
部
漁
業
協
同
組
合
第
２
期
「
浜

の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

生
産
環
境
の
整
備
と
付
加
価
値
向
上

に
よ
る
持
続
可
能
な
水
産
業
の
確
立

に
向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

　
担
い
手
の
確
保
・
育
成
と
経
営
支

援
に
つ
い
て
は
、
長
崎
県
と
連
携
し
、

新
規
漁
業
就
業
者
の
受
入
体
制
の
整

備
を
継
続
し
て
行
い
、
漁
業
技
術
や

知
識
の
継
承
を
目
指
し
、
後
継
者
の

育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
漁
港
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、

機
能
保
全
計
画
に
基
づ
き
、
漁
港
の

機
能
回
復
を
図
る
た
め
の
対
策
工
事

に
着
手
し
ま
す
。
な
お
、
南
串
山
京

泊
漁
港
に
お
け
る
浮
桟
橋
と
臨
港
道

路
の
整
備
に
継
続
的
に
取
り
組
み
、

瑞
穂
大
正
漁
港
に
つ
い
て
は
、
機
能

保
全
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

　
水
産
資
源
の
維
持
・
保
全
に
つ
い

て
は
、
種
苗
放
流
事
業
や
、
養
殖
産

地
協
議
会
が
取
り
組
む
収
益
性
の
高

い
養
殖
業
の
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

　
諫
早
湾
干
拓
事
業
潮
受
堤
防
排
水

門
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

様
々
な
動
向
に
注
視
し
て
い
く
と
と

も
に
、
市
民
の
安
心
・
安
全
、
雲
仙

市
の
農
業
・
漁
業
を
守
る
こ
と
を
第

一
に
考
え
、
長
崎
県
及
び
諫
早
市
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
対
処
し
ま
す
。

【
物
産
ブ
ラ
ン
ド
】

　
物
産
ブ
ラ
ン
ド
の
販
売
促
進
に
つ

い
て
は
、
本
市
の
豊
か
な
農
畜
水
産

物
や
魅
力
あ
る
特
産
品
の
販
路
拡
大

に
向
け
た
支
援
を
行
い
、
都
市
部
に

お
い
て
、
Ｐ
Ｒ
の
強
化
に
努
め
る
と

と
も
に
、
地
域
産
品
の
海
外
展
開
に

つ
い
て
、
中
小
企
業
や
団
体
等
の
輸

出
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
し
ま

す
。

【
商
工
業
・
企
業
誘
致
・
新
産
業
】

　
地
場
産
業
の
経
営
力
向
上
に
つ
い

て
は
、
運
転
資
金
や
設
備
資
金
に
対

す
る
融
資
制
度
等
に
よ
り
、
中
小
企

業
の
販
路
拡
大
や
新
商
品
の
開
発
、

産
業
と
交
流

２基
本
方
針

令和２年度  施政方針
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【
道
路
・
公
共
交
通
】

　
地
域
高
規
格
道
路｢

島
原
道
路｣

に

つ
い
て
は
、
瑞
穂
吾
妻
バ
イ
パ
ス
の

早
期
完
成
と
、
有
明
瑞
穂
間
の
早
期

事
業
化
に
向
け
、
引
き
続
き
要
望
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
愛
野
町
か
ら
小
浜
町
ま
で
の
幹
線

道
路
整
備
に
つ
い
て
、
一
般
国
道
57

号
の
機
能
強
化
と
愛
野
小
浜
バ
イ
パ

ス
の
早
期
事
業
化
に
つ
い
て
、
国
や

県
に
対
し
要
望
を
継
続
し
て
行
う
と

と
も
に
、
国
道
の
代
替
路
線
案
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
一
般
国
道
２
５
１
号
に
お

い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
交
通
安
全
対

策
及
び
自
然
災
害
防
除
の
各
事
業
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
県
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
早
期
完
成
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
市
道
に
つ
い
て
は
、
地
域
性
や
緊

急
性
等
を
考
慮
し
、
改
良
工
事
と
修

繕
・
補
修
工
事
を
計
画
的
に
実
施
し

ま
す
。

　
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
事
業
者
の
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
様
の
日
常
的
な
移
動

手
段
を
維
持
・
確
保
す
る
た
め
、
事

業
者
等
と
の
協
議
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー

ト
の
開
業
に
つ
い
て
は
、
全
線
フ
ル

規
格
化
に
よ
る
整
備
の
実
現
に
向

け
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組

む
と
と
も
に
、
２
０
２
２
年
度
の
暫

機
械
設
備
等
の
取
得
を
支
援
し
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
雲

仙
市
商
工
会
と
連
携
し
、
小
規
模
事

業
者
の
経
営
改
善
に
向
け
た
指
導
を

行
う
と
と
も
に
、
創
業
や
新
規
出
店
、

経
営
の
持
続
化
に
対
し
て
支
援
を
拡

充
し
ま
す
。

　
ま
た
、
小
浜
温
泉
エ
リ
ア
の
商
業

等
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
雲
仙
市
商

工
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
調
査
事
業

の
結
果
を
基
に
、
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
「
雲
仙

市
企
業
立
地
推
進
方
針
」
に
基
づ
き
、

製
造
業
を
中
心
と
し
た
企
業
誘
致
の

推
進
を
図
り
、
経
済
の
活
性
化
と
雇

用
の
場
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
な
お
、

多
比
良
港
埋
立
地
及
び
町
下
地
区
埋

立
地
に
つ
い
て
、
早
期
に
工
業
団
地

と
し
て
分
譲
販
売
で
き
る
よ
う
、
必

要
な
イ
ン
フ
ラ
等
の
整
備
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
起
業
・
創
業
支
援
に
つ
い
て
は
、

創
業
支
援
等
事
業
計
画
に
基
づ
き
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
市

内
産
業
の
活
性
化
及
び
健
全
な
発
展

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
就
職
支
援
に
つ
い
て
は
、
観
光
産

業
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
を

兼
ね
海
外
へ
の
情
報
発
信
等
を
推
進

し
、
海
外
大
学
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
受
け
入
れ
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
の
確
保
や
就
職
斡
旋
な
ど
、

地
域
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

【
観
光
・
交
流
】

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
「
稼
ぐ

力
」
の
最
大
化
を
図
る
観
光
産
業
の

確
立
に
向
け
、
国
・
県
の
補
助
事
業

等
を
活
用
し
た
様
々
な
事
業
を
展
開

す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
観
光
戦

略
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
受
け
入
れ
基
盤
の
整
備
・
充
実
に

つ
い
て
は
、
雲
仙
地
獄
内
の
老
朽
化

し
た
休
憩
所
の
撤
去
・
改
築
や
、
各

温
泉
施
設
へ
の
引
湯
管
等
の
整
理
な

ど
、
国
立
公
園
内
の
景
観
の
上
質
化

を
図
る
と
と
も
に
、
大
規
模
建
築
物

の
耐
震
化
の
支
援
に
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

　
国
内
の
誘
客
に
つ
い
て
は
、
首
都

圏
、
関
西
圏
及
び
九
州
の
主
要
都
市

を
中
心
に
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
の
様
々
な
媒
体
を
活
用
す
る
な

ど
、
積
極
的
な
情
報
発
信
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
海
外
で
展
開
す
る

旅
行
代
理
店
等
に
対
し
、
市
独
自
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
加
え
、
長
崎
県

及
び
関
係
自
治
体
、
民
間
企
業
な
ど

と
連
携
し
た
広
域
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
展
開
し
ま
す
。

　
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、
観
光
姉

妹
都
市
や
友
好
交
流
都
市
、
姉
妹
結

縁
締
結
を
行
っ
て
い
る
各
自
治
体
と

の
相
互
交
流
に
よ
り
、
様
々
な
分
野

に
お
け
る
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、

国
際
感
覚
豊
か
な
人
材
育
成
に
努
め

ま
す
。

　
ま
た
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
資
す

る
商
店
街
等
の
活
性
化
の
た
め
活
動

さ
れ
て
い
る
「
く
に
み
寄
り
ま
ち
」

の
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
に
対

し
、
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

定
開
業
の
効
果
が
最
大
限
波
及
す
る

よ
う
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

【
社
会
基
盤
】

　
地
震
等
の
災
害
に
強
い
住
環
境
を

目
指
し
、
住
宅
耐
震
化
及
び
危
険
ブ

ロ
ッ
ク
塀
除
却
費
の
補
助
制
度
の
周

知
に
努
め
耐
震
性
の
向
上
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
老
朽
危
険
空
家
除
却

費
及
び
住
宅
性
能
向
上
リ
フ
ォ
ー
ム

費
の
補
助
制
度
の
周
知
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
適
正
に
管
理
が
行
わ
れ
て

い
な
い
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
「
雲

仙
市
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

条
例
」
に
基
づ
き
対
応
し
ま
す
。

　
自
然
災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
河

川
・
急
傾
斜
地
等
の
施
設
の
整
備
を

行
う
と
と
も
に
、
河
川
に
繁
茂
す
る

草
木
の
伐
採
を
行
う
な
ど
河
川
の
適

正
な
管
理
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

一
級
河
川
山
田
川
に
つ
い
て
は
、
事

業
の
早
期
完
成
に
向
け
、
引
き
続
き

要
望
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
漁
港
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
南
串
山
赤
間
漁
港
海
岸
の

離
岸
堤
建
設
工
事
の
着
実
な
施
工
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
千
千
石
漁
港

海
岸
の
早
期
事
業
化
を
目
指
し
ま
す
。

　
景
観
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

「
雲
仙
市
景
観
審
議
会
」
の
意
見
を

踏
ま
え
、
本
市
特
有
の
優
れ
た
景
観

の
保
全
・
活
用
に
努
め
ま
す
。

　
な
お
、
都
市
計
画
区
域
の
見
直
し

や
立
地
適
正
化
計
画
等
の
検
討
に
向

け
、
主
要
地
域
に
お
け
る
基
本
デ
ー

タ
の
整
理
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
上
下
水
道
】

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
水
道
の

安
定
供
給
が
図
ら
れ
る
よ
う
「
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
」
及
び
「
水
道
事
業
基
本

計
画
」
の
見
直
し
と
併
せ
「
経
営
戦

略
」
の
策
定
に
引
き
続
き
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
計
画
的
に
配
水
管
を

耐
震
管
へ
更
新
す
る
と
と
も
に
、
老

朽
化
し
た
浄
水
場
の
電
気
計
装
設
備

等
を
改
修
し
ま
す
。

　
水
道
給
水
区
域
以
外
に
お
け
る
地

区
水
道
へ
の
維
持
管
理
費
等
に
対
す

る
助
成
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
た

に
公
営
企
業
会
計
を
適
用
し
、
経
営

の
健
全
性
や
計
画
性
、
透
明
性
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

　
雲
仙
地
区
に
お
け
る
処
理
施
設
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
長
寿
命
化
に

よ
る
機
器
の
更
新
と
耐
震
化
に
よ
る

補
強
工
事
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
水
洗
化
率
の
向
上
に
つ
い
て
は
、

下
水
道
等
の
接
続
と
併
せ
、
下
水
道

区
域
外
の
合
併
浄
化
槽
の
設
置
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

【
情
報
化
・
先
端
技
術
】

　
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、
市
内
全

社
会
基
盤
と
環
境

３基
本
方
針
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【
生
涯
学
習
】

　
多
様
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実

さ
せ
る
ほ
か
、
講
座
や
講
演
会
等
、

各
種
生
涯
学
習
事
業
を
展
開
し
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所

づ
く
り
と
し
て
、
放
課
後
や
休
日
な

ど
を
活
用
し
、
「
地
域
子
ど
も
教
室

推
進
事
業
」
の
推
進
に
取
り
組
み
ま

す
。
な
お
、
老
朽
化
が
進
む
小
浜
町

文
化
館
を
閉
鎖
し
、
図
書
室
機
能
を

小
浜
総
合
支
所
２
階
に
移
転
し
、
利

便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
方
々
等
と
連
携
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
】

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
教
室
の
充
実
と

参
加
促
進
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
各
種
教
室
事
業
に
加
え
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
＆
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

の
開
催
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
と
利
用
促

進
に
つ
い
て
は
、
社
会
体
育
施
設
の

適
切
な
管
理
運
営
に
努
め
、
ま
た
、

（
仮
称
）
新
小
浜
体
育
館
整
備
の
適

切
な
工
事
管
理
に
努
め
ま
す
。

【
歴
史
・
文
化
・
芸
術
】

　
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
つ
い
て

は
、
鍋
島
邸
の
積
極
的
な
活
用
に
努

め
る
と
と
も
に
、
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
の
景
観
復
元
の
た
め
の
調

査
研
究
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

引
き
続
き
県
営
基
盤
整
備
事
業
に
伴

う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
を
実
施

し
、
調
査
成
果
や
出
土
し
た
遺
物
の

展
示
公
開
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
明

域
を
対
象
と
し
た
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
基
盤
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
含
む
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を

活
用
し
た
産
業
分
野
へ
の
先
端
技
術

の
導
入
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
や

事
業
所
等
と
の
意
見
交
換
や
研
修
の

機
会
を
増
や
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
活

用
に
つ
い
て
研
究
し
ま
す
。

【
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
】

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
の
公
共
施
設
へ
の
導
入
に
向
け
、

各
種
手
続
き
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、

畜
産
ふ
ん
尿
や
生
ご
み
等
を
活
用
し

た
湿
潤
系
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
お
い

て
、
ミ
ニ
プ
ラ
ン
ト
等
の
実
証
事
業

の
結
果
を
も
と
に
、
島
原
半
島
に
お

け
る
第
１
号
機
の
建
設
が
雲
仙
市
内

で
行
わ
れ
る
よ
う
誘
致
に
取
り
組
み

ま
す
。
な
お
、
大
学
と
民
間
企
業
が

連
携
し
て
取
り
組
む
地
熱
・
温
泉
熱

を
利
用
し
た
発
電
機
の
低
価
格
化
等

に
向
け
た
研
究
に
対
し
、
積
極
的

に
協
力
し
ま
す
。

　
自
然
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
は
、

基
金
を
活
用
し
、
千
々
石
川
の
環
境

保
全
に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
を
支
援
し
ま
す
。

【
学
校
教
育
】

　
小
学
校
で
令
和
２
年
度
か
ら
、
中

学
校
で
令
和
３
年
度
か
ら
全
面
実
施

と
な
る
新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を

十
分
踏
ま
え
な
が
ら
、
日
々
の
学
習

指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

研
究
指
定
事
業
の
情
報
発
信
と
研
究

成
果
の
共
有
化
、
市
独
自
の
学
力
調

査
を
引
き
続
き
実
施
し
、
一
人
一
人

の
課
題
や
改
善
点
を
よ
り
細
や
か
な

指
導
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
の
う
歯
率
低
下
を
目

指
し
、
フ
ッ
化
物
洗
口
を
小
・
中
学

校
全
校
で
実
施
し
ま
す
。

　
部
活
動
に
お
い
て
は
、
生
徒
の
意

欲
を
大
切
に
し
な
が
ら
適
切
な
活
動

環
境
を
目
指
し
、
各
学
校
に
お
け
る

活
動
方
針
の
公
表
・
遵
守
に
つ
い
て

指
導
し
ま
す
。

　
学
校
施
設
の
外
壁
等
、
非
構
造
部

材
の
耐
震
化
な
ど
に
加
え
、
教
室
不

足
に
対
応
す
る
た
め
校
舎
の
増
築
整

備
を
行
い
ま
す
。

　
情
報
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
改
訂
と
な
る
小
学
校
の
教
科
書

に
対
応
し
た
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に
更

新
し
、
中
学
校
に
お
い
て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
通
学
が
一
定
の
距
離
を
超
え
る
児

童
及
び
生
徒
に
対
し
助
成
を
行
う
、

小
・
中
学
生
遠
距
離
通
学
費
補
助
金

を
拡
充
し
ま
す
。

治
か
ら
昭
和
初
期
に
活
躍
さ
れ
た
小

浜
町
出
身
の
関
三
兄
弟
の
う
ち
、
日

本
の
昔
話
研
究
の
基
礎
を
確
立
さ
れ

た
関
敬
吾
氏
の
人
物
伝
を
、
映
像
と

し
て
整
理
・
保
存
す
る
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。

　
芸
術
・
文
化
環
境
の
創
造
に
つ
い

て
は
、
雲
仙
市
文
化
会
館
自
主
文
化

事
業
振
興
会
な
ど
の
関
係
団
体
と
連

携
し
、
音
楽
舞
台
芸
術
公
演
や
文
化

団
体
等
の
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

を
開
催
し
ま
す
。

　
【
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
】

　
自
治
会
が
自
主
的
か
つ
活
発
に
活

動
が
で
き
る
よ
う
、
自
治
会
活
動
活

性
化
交
付
金
に
よ
る
支
援
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
申
請
事
務
の
簡
素
化

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
自
治
会
へ
の

加
入
促
進
や
各
自
治
会
組
織
間
の
情

報
の
共
有
等
に
よ
り
持
続
可
能
な
地

域
運
営
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
団
体
の
育
成
と
活
動

支
援
に
つ
い
て
は
、
地
域
づ
く
り
補

助
金
の
メ
ニ
ュ
ー
を
見
直
し
研
修
会

開
催
型
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
各

種
団
体
が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
第
３
次
男
女
共
同
参
画
計
画
に

基
づ
き
、
各
種
啓
発
事
業
や
女
性
が

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
積
極
的
に
参
画
で

き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

【
行
政
運
営
】

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上
を

図
る
た
め
、（
仮
称
）
新
瑞
穂
総
合
支

所
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
新
た
な

行
政
改
革
大
綱
の
策
定
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
再
構
築
を
図
り
、
よ
り

分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
に
努
め
ま

す
。

【
財
政
運
営
】

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
増
設
や
リ
ピ
ー

タ
ー
対
策
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た

返
礼
品
の
開
発
等
に
取
り
組
み
、
頂

い
た
寄
附
は
特
色
あ
る
ふ
る
さ
と
づ

く
り
に
有
効
活
用
し
ま
す
。

　
市
税
等
の
口
座
振
替
の
利
用
を
推

進
す
る
た
め
、
口
座
振
替
利
用
者
や

新
規
申
込
者
に
抽
選
で
市
内
温
泉
宿

泊
券
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
「
口

座
振
替
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
手
続
き
の
簡
素

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
雲
仙
市
が
所
有
す
る
公
共
施
設
に

つ
い
て
は
、
「
雲
仙
市
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
「
個
別

施
設
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
遊
休
地
等
の
積
極
的
な
売

却
ま
た
は
貸
付
等
に
よ
り
、
公
的
資

産
の
有
効
活
用
に
努
め
ま
す
。

　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
を
内
包
し
た
第
２
次
雲
仙
市
総

合
計
画
前
期
基
本
計
画
の
効
果
検
証

と
、
後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け

た
取
り
組
み
に
着
手
し
ま
す
。

地
域
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

し
、
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

要
望
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

い
て
、
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

【
情
報
化
・
先
端
技
術
】

人
財
と
郷
土

４基
本
方
針

協
働
と
戦
略

５基
本
方
針

令和２年度  施政方針



● 広報うんぜん

令和  2 年 5 月 6

　第２次雲仙市総合計画に掲げた政策や施策の実現に向け、各種事業の重要性や優先度、効果等を十分に考慮し、効

率的な事業実施を目指します。

　歳入については、市税（市民税や固定資産税などの市が

徴収するお金）は市民税や軽自動車税の増などにより、38

億3,527万1千円（2,228万円増）を計上しているほか、

繰入金（各種基金から繰り入れるお金）は減債基金の取り

崩しなどにより、27億7,689万7千円（6億92万1千

円増）を計上しています。

　また、市債（道路整備などの建設事業を行うために国や

金融機関などから借り入れるお金）については、44 億

2,810万円（12億3,800万円増）を計上しています。

　歳出については、民生費（高齢者支援・障害者支援・生

活保護・幼児保育などの福祉サービス経費）の占める割

合が多く、「プレミアム付商品券事業」の減などにより、

102億3,115万5千円（6,894万5千円減）を計上して

います。

　また、総務費（基礎的な行政活動や企画調整などのため

の経費）については、（仮称）新瑞穂総合支所の建設が開始

する「庁舎整備事業」や「ふるさと応援推進事業」などによ

り、44億3,635万8千円（5億8,983万2千円増）を計

上しています。

令和２年度

当初予算総額

●一般会計

【一般会計歳入】 【一般会計歳出】

420億4,022万5千円420億4,022万5千円

306億8,187万円

●特別会計 総額　77億3,832万7千円

対前年度比　14億191万4千円（4.8％）

対前年度比　△6億8,173万5千円（△8.1％）

国民健康保険特別会計

67億5,160万2千円（対前年度比　△2.9％）

国民宿舎事業特別会計

5,998万1千円（対前年度比　△23.6％）

企業誘致用地整備事業特別会計

3億8,746万8千円（対前年度比　△56.0％）

※詳細は 6 月に世帯配布予定の「知っておきたい雲仙市のしごと」をご覧ください。

※企業会計の予算額は収益的支出と資本的支出の合計額

後期高齢者医療特別会計

5億2,852万3千円（対前年度比　5.6％）

温泉浴場事業特別会計

1,075万3千円（対前年度比　△0.5％）

●企業会計 総額　36億2,002万8千円
対前年度比　3億3,812万3千円（10.3％）

水道事業会計

18億6,846万7千円（対前年度比　7.2％）

下水道事業会計

17億5,156万1千円（対前年度比　13.8％）

（単位：千円）
その他

（地方消費税交付金など）

1,306,373（4.3％）

市債
4,428,100

（14.4％）

県支出金
2,761,609

（9.0％）

国庫支出金
4,242,195

（13.8％）
地方交付税
10,073,593

（32.8％）

繰入金・財産収入など
3,367,206

（11.0％）

民生費
10,231,155

（33.4％）

衛生費
2,250,356

（7.3％）
自主財源
7,870,000

（25.7％）

依存財源
22,811,870

（74.3％）

土木費
2,561,273

（8.3％）

農林水産業費
・商工費
2,956,407

（9.6％）

公債費
3,026,991

（9.9％）
教育費
3,690,680

（12.0％）

総務費
4,436,358

（14.5％）

市税
3,835,271

（12.5％）

使用料及び手数料
309,257（1.0％）

分担金及び負担金
100,928（0.3％）

諸収入
257,338（0.9％）

その他
86,340

（0.3％）

議会費
205,871（0.7％）

消防費
1,236,439

（4.0％）

歳 入 歳 出



● 広報うんぜん

令和  2 年 5 月7

　桜の花が咲き誇る青空の下、４月７日に

中学校、４月８日に小学校で入学式が行わ

れました。

　最初は少し緊張した様子でしたが、先生

方や在校生の皆さんから歓迎の言葉をかけ

られると、期待と夢を膨らませた、いきいき

とした表情になりました。

　これから新入生の皆さんがそれぞれの夢

に向かって、実り多く、楽しい学校生活とな

るよう応援しています。

多比良小

土黒小

八斗木小

神代小

西郷小

岩戸小

大正小

川床小

大塚小

27人

29人

12人

31人

16人

3人

12人

9人

27人

鶴田小

愛野小

千々石一小

千々石二小

小浜小

北串小

南串一小

南串二小

15人

72人

28人

3人

32人

10人

14人

18人
南串中学校

岩戸小学校

ご入学おめでとうございます!!

国見中

瑞穂中

吾妻中

愛野中

千々石中

小浜中

南串中

92人

36人

50人

61人

29人

43人

12人

中学校　計323人

入学者数

小学校　計358人

入学者数

問　愛野図書室　☎0957-36-0616

雲仙市図書館　☎0957-78-3977

蔵書点検のため図書館・図書室をお休みします。

雲仙市図書館・愛野図書室からのお知らせ

愛野図書室　６月４日（木）～６月９日（火）

雲仙市図書館　６月１１日（木）～６月１７日（水）

蔵書点検って…？

雲仙市図書館・図書室が所蔵している本や雑誌・ＤＶＤなどすべての資料を点検し、正しく配架する作業です。

長期休館となりご不便をおかけしますが、利用しやすい図書館・図書室づくりのために、ご理解・ご協力をお願いします。



● 広報うんぜん

令和  2 年 5 月 8

　Ｄ`ステーション諫早店様より、チャリティ活動の

一環として、３月25日に寄附をいただきました。

　今回、いただ

いた寄附は、Ｄ`

ステーション諫

早店様のご意向

に沿って、本市

の環境保全事

業に使用させて

いただきます。

　「第7回宮﨑康平賞小中高生文芸コンクール」の短歌部門（小学生）において西郷小学校

６年　布田雫さん、俳句部門（小学生）において大塚小学校６年　久米賢士郎さんがそれ

ぞれ最優秀賞を受賞されました。

　入賞者作品集は各小中学校や公民館で閲覧できます。

宮﨑康平賞小中高生文芸コンクールで最優秀賞！

茶道具をいただきました！ 寄附をいただきました！

　市は３月25日に、雲仙市社会福祉協議会と「災害ボランティアセンターの設置及び運営に関する協

定」を、また、株式会社ひまわりてれび様と「災害時における放送要請に関する協定」を締結しました。

災害時の協定を締結しました

支援物資をいただきました！
　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、３

月上旬からの学校の臨時休業等に伴い、子どもたち

が放課後児童クラブ等で過ごす時間が長くなった

ことから、社会福祉法人もみの木会様と株式会社ミ

カド観光センターみかど本舗様から子どもたちへお

菓子の寄附をいただきました。

・社会福祉法人もみの木会 様

　お菓子　2,406個

　配付先：市内放課後児童クラブ

・株式会社ミカド観光センター みかど本舗 様

　個包装カステラ　4,000個

　配付先：市内放課後児童クラブ、保育園、認定

　　　　　こども園

子どもたちへお菓子を
いただきました！

　3月に愛野町在住の田中喜代子様より、愛の夢

未来センターへ茶道具を寄贈いただきました。愛

の夢未来センターご利用の皆様も本格的な茶道

具を使い、気軽に茶道をお楽しみください。

　本市と「認知症地域連携協定」を締結している

エーザイ株式会社様より、新型コロナウイルス感

染症の拡大防止の一環として、抗菌スプレー、栄

養ドリンク、ハンドクリーム、マスクの支援物資を

いただきました。

株式会社ひまわりてれび　宮﨑社長株式会社ひまわりてれび　宮﨑社長雲仙市社会福祉協議会　本多会長雲仙市社会福祉協議会　本多会長

ニュースうんぜん
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　小浜町の施設にお住まいの篠塚春義さん、国見町の施設にお住まいの稲本カズヱさんが100歳

を迎えられました。

　篠塚さんの長生きの秘訣は「お酒を飲まず、たばこを吸わず、健康に過ごすこと」だそうです。

　稲本さんの秘訣は「よく食べて、よく寝ること」だそうです。

　どうぞこれからも健康で長生きされて、幸せにお過ごしください。

100回目のハッピーバースデー♪

小浜歴史資料館の指定管理が

始まりました

　本年４月から新たに採用された、12人の

職員を紹介します。

　お見かけの際はぜひお声がけください。

〈後列左から〉

国見総合支所/光武寿希　愛野総合支所/酒井琳太郎

小浜総合支所/入江鉄馬　財産管理課/増田成己

農林課/三浦優一　観光物産課/山﨑雄輝

〈前列左から〉

観光物産課/成田遥輝　総合窓口課/大野まゆみ

財政課/志賀浄美　総務課/髙木美絵

健康づくり課/荒木香代子　道路河川課/大久保守

　４月１日から小浜歴史資料館の（一社）ＯＢＡＭＡ ＳＴ．

による指定管理が始まりました。（一社）ＯＢＡＭＡ ＳＴ．

は、小浜温泉の未来について考えるための「きっかけ」と

「つながり」をつくることを目指した団体です。小浜歴史資

料館が交流と憩いの場となるよう、イベント等の企画も

計画しています。どうぞお気軽にお立ち寄りください。

稲本カズヱさん篠塚春義さん

お　　ば　　ま 　   ストリート

雲仙市の新入職員を紹介します!

UNZEN CITY NEWS
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つなごう！未来へ
島原半島ユネスコ世界ジオパーク

火山と暮らす人々がつくる文化を歩いて実感
―九州オルレ島原コース―

写真：九州オルレ島原コースは、10.5kmの距離を、
4時間ほどでゆっくりめぐるコースです。海、山、ま
ちの風景を楽しむことができます（島原市しまばら
観光おもてなし課提供）。

チェ ジュ とう

　「オルレ」とは、「通りから家に通じる狭い路地」と

いう意味の、韓国・済州島の方言で、済州島には、地

域の自然をそのまま活用し、地域の人々との交流を楽

しみながら歩く「オルレコース」と呼ばれるトレッキン

グコースが26コースあります。この姉妹版が「九州オ

ルレ」で、南島原コースなど22コースがあります。

　2020年2月23日には、「島原コース」がオープンし

ました。このコースのテーマは、「島原半島ユネスコ世

界ジオパークを感じる」で、活火山・雲仙普賢岳と共

に暮らす人々が創り出してきた地域の文化や歴史が実

感できます。1990年から約5年継続した平成噴火で

は、土石流や火砕流によって多くの家屋や田畑が被害

に遭いました。また土石流からの被害を避けるため

に、かさ上げ工事も行われました。「火砕流最長到達

点」や「われん川」、「吉祥白天橋」では、平成噴火の

際にどのような災害が起こり、どう復興してきたのか

が、景色の中に見えています。また、1792年に発生し

た寛政噴火では、活動の末期に発生した眉山の巨大

地すべりに伴う土砂が海に突っ込み、それによって生

じた津波によって1万5千人もの人々が犠牲になりまし

た。「秩父が浦公園」や「仁田団地第一公園」、ゴール

地点となる「ひょうたん池公園」では、日本最大の火

山災害を引き起こした地すべりの跡地が、人々が暮ら

す大地や美しい景観を創り出している様子を見ること

ができます。

　オルレコース沿いには、「カンセ」と呼ばれる馬をモ

チーフにしたオブジェや、赤と青のリボンが設置され

ており、迷うことなくコースをたどることができます。

島原港をスタートし、火山活動がつくったきれいな景

色を見ながら、その中に隠れている火山と共生する

人々の文化を感じてみましょう。
きっしょうしら てん ばし

GEO
PARKS

つ

な
ごう！未来

人

Unzen Volcanic Area
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雲仙市職員採用試験を次のとおり行います。
▼受験資格
▽保健師（資格免許職）…昭和59年4月2日以降に生まれた人で保健師
　の資格を有し、民間企業等（公務員を含む。）における看護職（保健
　師、看護師または助産師）としての職務経験年数を、平成25年4月1
　日から令和2年3月31日までの間に通算して5年以上有する人
　※ただし、日本国籍を有しない人、地方公務員法第16条に該当する人
　　は受験できません。
　※原則、採用後に雲仙市内に居住できる人
▼採用予定数…若干名
▼申込書請求
　人事課または各総合支所地域振興課で交付します。「申込書」を郵便
で請求する場合は、封筒の表に「職員採用試験申込書請求」と朱書き
し、120円分の切手を貼ったあて先明記の返信用封筒(Ａ4サイズの用紙
を折らずに封入できる封筒）を必ず同封してください。
※「申込書」は、市ホームページからもダウンロードできます。

▼申込方法
　「申込書」と「職務経歴書」に必要事項を記入し、6か月
以内に撮影した写真を貼付のうえ、人事課または各総合支
所地域振興課へ提出し、受験票を受け取ってください。
　また、申込みを郵送される場合は「試験申込」と朱書きし、
人事課あてに簡易書留にて送付してください。その場合、申
込書の「郵便はがき」にあて先を明記し、63円切手を必ず
貼ってください。
▼申込受付期間…5月11日（月）～6月12日（金）午前8時30
　分～午後5時15分（平日のみ）
　郵送の場合、6月12日までの消印があるものに限り受付
▼第一次試験
▽日時…7月12日（日）午前9時　入室開始
▽場所…雲仙市役所
▼問い合わせ…人事課（☎0957-38-3111）

○通勤距離が片道2キロメートル以上ある場合は、報酬とは別に通勤手当が支給されます。
○申込方法…人事課または各総合支所に備え付けの「会計年度任用職員申込書」に写真を貼り、必要事項を記入の上、人事課または各総
　　　　　　合支所に提出してください。（申込書は、市ホームページからダウンロードすることができます。） ※面接試験のみを実施します。

◎試 験 日…5月24日（日）受付時間は午前9時から9時20分まで　　
　場　　所…千々石総合支所
※今回は試験案内および受験票の事前配布は行いませんので、申込書を提出した人は時間までにお越しください。

母子保健事業業務（管理栄養士または栄養士）

スクールサポーター業務

子ども支援課（☎0957-36-2500）

学校教育課（☎0957-37-3113）

希望される方は必ず、募集要項をご確認のうえ、お申込みください。（募集要項・申込書は雲仙市ホームページまたは財産管理課、各総合支所地域振興課に備え付け。）

令和2年度 雲仙市海水浴場管理運営業務受託者を募集します

会計年度任用職員募集のお知らせ

令和3年度採用　雲仙市職員採用試験（保健師）

募 集 人 員 1人

社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険

選 考 方 法 面接試験

選考日･場所
一次試験 5月24日（日）
千々石総合支所

応　募　先 子ども支援課（千々石庁舎）

業務内容 母子保健事業に係る栄養指導（公用車運転有り）

令和2年8月1日（土）～令和3年3月31日（水）
月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く）

勤 務 日

勤務時間 午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務）

勤務場所 福祉事務所　子ども支援課（千々石庁舎）

報　　酬
・管理栄養士176,322円/月　期末手当あり
・栄養士154,935円/月　期末手当あり

応募資格
・管理栄養士または栄養士の資格を有する人（資格免許証の写しを添付）
・パソコン操作（文書作成、表計算）ができる人　・普通自動車運転免許を有する人

応募期間 5月1日（金）～5月18日（月）

募 集 人 員 若干名

社会保険等 雇用保険

選 考 方 法 面接試験

報 　 　 酬 日給　4,900円

業務内容 小・中学校における児童生徒への教育的支援（学習支援、教育相談、読書活動の推進など）

任用期間 令和2年6月1日（月）～令和3年3月31日（水）

勤 務 日 月曜日～金曜日（年間210日以内）

勤務時間 校長が指定する時間(1日あたり5時間30分勤務)

勤務場所 市内小・中学校（配属校未定）

応募資格
18歳以上の人で、以下のいずれかに該当する人
①心身ともに健康な人　②学校教育への関心があり、子どもが好きな人

　当該施設の管理運営業務を円滑にかつ安定して遂行できる能力を有している「市内に住所を有する」法人またはそ
の他の団体（法人格は不問、個人は不可）で、法人税等について滞納がないこと　など　

※土曜・日曜を除く ※郵送する場合は申込期間内必着

長浜海水浴場（国見町神代戊地先）対 象 施 設

1,039,500円（税込）委 託 金 額

7月1日（水）～8月20日（木）業務委託期間

午前8時30分～午後5時業 務 時 間

区域内での物品販売やレンタル業務を行う事ができる販 売 営 業

5月7日（木）～5月27日（水）午後5時締切申込受付期間

財産管理課　☎0957-38-3111（内線：8213）お問い合わせ

応 募 資 格

・海水浴場開設期間中の監視等安全管理に関すること
・海水浴場施設の維持管理に関すること　　など

業 務 内 容

　財産管理課、各総合支所地域振興課に備え付けの「管理運営業務申込書」に必要事項を記入し、必要書類を添付の
上、財産管理課または各総合支所地域振興課に提出してください。

申 込 方 法

5月7日（木）～20日（水）午後5時15分まで申込受付
期間

その他
・新型コロナウイルス感染症の拡大防止のための措置（消

毒等）の実施を業務内容に追加する場合があります。な
お、追加業務にかかる費用については別途協議します。

・今後の新型コロナウイルス感染症の拡大の状況によって
は、開設を中止し業務委託の契約を行わない、または契
約を解除する場合もあります。
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　被保険者の皆様から納めていただく保険料は、２年ごとに見直すことになっています。令和２・３年度の

保険料は、医療費や国などの補助金等から試算した結果、次の表のとおり引き上げることになりました。

　また、保険料の上限額である賦課限度額については「高齢者の医療の確保に関する法律施行令」の改

正に伴い、令和２年度より62万円から64万円に引き上げられます。

【はり等施術受給者証】

　○対象者…雲仙市内に住所を有している人

【高齢者及び障害者タクシー券】

　○対象者…雲仙市内に住所を有し、かつ、現に居住している人で次の要件のどれかを満たす人

　　　　　①満70歳以上の人

　　　　　②障害者手帳１級～３級、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの人

　　　　　　また、年度途中で①、②いずれかの要件を満たした場合は該当月から受け取ることが

　　　　　　できます。

　○持参するもの【はり等施術受給者証並びに高齢者及び障害者タクシー券共通】

※同一世帯の被保険者と世帯主の前年の総所得金額等の合計額で判定します。
※総所得金額等とは、年金所得、給与所得、事業所得などの所得および退職所得以外の分離所得の合計額をいいます。

後期高齢者医療保険料改定のお知らせ
令和２・３年度の保険料、賦課限度額および均等割軽減の基準額が変わります。

【保険料の計算方法】年間保険料＝均等割額＋所得割額

令和2年度の保険料額は、令和元年中の所得状況等に基づいて7月に決定しお知らせします。

【交付窓口】お住まいの各総合支所地域振興課福祉担当窓口（吾妻町は総合窓口課、千々石町は福祉課）。

　　　　　　代理人の受け取りもできます。

②代理人が窓口へ

　出向く場合

①本人の場合

※タクシー券を希望の人で身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、更生医療受給者証（人工透析
　のみ）、特定疾患受給者証または、運転経歴証明書をお持ちの人は、必ずご持参ください。

・健康保険証や免許証などの本人確認できるもの

・印鑑（認印可）

・利用者本人の健康保険証や免許証などの本人から委任されたと確認できるもの

・印鑑（本人および代理人の認印可）

令和２年度「はり等施術受給者証」並びに

「高齢者及び障害者タクシー券」を交付しています

１．保険料および賦課限度額（年額）について

　所得の低い方の均等割５割・２割軽減の対象となる基準額が拡大されます。

平成30・31
（前年中の総所得金額－基礎控除33万円）

×8.67％（所得割率）

（前年中の総所得金額－基礎控除33万円）

×8.98％（所得割率）

年　度 賦課限度額 均等割額 所得割額

令和２・3

62万円

64万円

45,800円

47,200円

平成30・31
33万円＋

（51万円×被保険者数）以下

33万円＋

（52万円×被保険者数）以下

年　度 5割軽減 2割軽減

令和２・3

33万円＋

（28万円×被保険者数）以下

33万円＋

（28万５千円×被保険者数）以下

２．軽減の拡大について

問　福祉課　☎0957-36-2500

問　総合窓口課　☎0957-38-3111
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補助対象者

　生産能力の拡大、商品・サービスの付加価値向上等を図る

ため雇用拡大を行う、既に事業を営んでいる者（中小企業基

本法で規定する小規模企業者）。

補助対象事業

　新たに雇用を創出する事業を実施するものに対して支援す

る次の事業

　⑴地域産業の振興に資する事業、または地域課題の解決に

　　資する事業

　⑵特に市長が認める事業

雇用に関する要件

　計画期間中に一週間の所定労働時間が20時間以上の従業

員を新たに雇用し、計画期間終了後もその雇用を継続してい

ただく必要があります。

補助対象経費

　人件費、店舗等借入費、設備費（不動産の取得を除く）、改

修費、広告宣伝費、研究開発費、地域外からの事業所移転費、

従業員の教育訓練費、その他特に必要と認められる経費

補助率・上限額

　補助対象経費の３分の２以内とし、400万円を限度とする。

審査方法

　応募期間の締切後、市における事務的審査（１次審査）を

行った後、プレゼン形式の審査会（２次審査）を行います。

※上記の他にも諸条件がございますので、詳細は商工労政課

　にお尋ねください。

応募締切

　５月29日（金）午後５時15分までに、商工労政課まで申請

書をご提出ください。

令和２年度 雲仙市地域産業雇用創出チャレンジ支援事業公募について

　工業統計調査は、我が国の工業の実態を明らかにすることを目的とした統計法に

基づく報告義務がある重要な統計調査です。

　調査結果は中小企業施策や地域振興などの基礎資料として利活用されます。

調査基準日：令和2年６月１日

　皆様の調査へのご理解・ご回答をよろしくお願いします。

「工業統計調査」を実施します

　市民が自ら考え実践する地域づくりを推進するため、補助金を交付します。なお、申請を行う際には、必ず事前に地域づくり推

進課までご相談ください。

対象者　市民…市内に居住している人や市内に所在する事業所に勤務する人

　　　　団体…構成員の半数以上が市民であり、政治、宗教等を目的とせず、５人以上で組織されている団体

補助対象経費　事業実施に必要な、旅費、消耗品費、通信運搬費、手数料、委託料、使用料、借上料など

※事業の審査等を行うため、事業申請書の提出（事業開始の概ね２か月前）が必要となりますので、早めのご相談をお願いします。

※対象事業や補助対象経費などの詳細については、地域づくり推進課までお問い合わせください。

※市ホームページに「雲仙市地域づくり補助金のてびき」を掲載しています。

地域づくり活動を支援します！（雲仙市地域づくり補助金）

商工労政課　☎0957-38-3111問

政策企画課　☎0957-38-3111問

地域づくり推進課　☎0957-38-3111問

マイナンバーカードを郵送により受け取る
ことができます！
　市役所または各総合支所の窓口で写真撮影を行い、その場

で申請していただいたマイナンバーカードについて、郵送によ

り受け取ることができます。カードは住民票の住所に郵送さ

れます。なお、受取時にも申請者の本人確認書類が必要にな

ります。

申請に必要な書類

　①通知カード　②本人確認書類

　③住基カード（持っている方のみ）　④印鑑

詳細につきましては下記までご連絡ください。

総合窓口課　☎0957-38-3111問

温かいご支援ありがとうございました
　～令和元年台風第１９号災害義援金～
　令和２年３月まで募集しておりました令和元年台風第19号

災害義援金につきましては、下記集計結果のとおりとなり、多

くの義援金を寄せていただきました。集まった義援金は日本

赤十字社を通じ、被災地へお送りしました。

　　◎集計結果　　２３４，３３６円

　たくさんの温かいご支援ありがとうございました。

福祉課　☎0957-36-2500問

市民または団体が、自ら企画および運営を行う研修会または講演会であり、地域の発展に
資する地域活性化事業または、人材育成事業に関するもの
補助対象経費から事業収入等を差し引いた額の10/10以内（限度額50万円）

【対象事業】

【補助率等】

団体が実施主体となって行う、地域課題などの解決が図られる事業など
補助対象経費から事業収入等を差し引いた額の10/10以内（限度額200万円）

【対象事業】

【補助率等】

団体が、歴史、文化、自然等地域資源の活用を目的として実施する事業
補助対象経費の1回目3/4以内、2回目以降2/3以内（限度額100万円）

【対象事業】

【補助率等】

団体が、町または町を越えた広域的な活性化を目的として実施する事業（夏祭り事業など）
補助対象経費の2/3以内（限度額100万円）

【対象事業】

【補助率等】

研修会開催型

市 民 提 案 型

市 民 活 動 型

地域活性化型

工業統計キャラクター・コウちゃん

　地場産業の振興に資する雇用拡充を目的として、雇用増を伴う事業拡充を行う民間事業者に対して、その事業資金の一部を補助

します。
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　市では、｢仕事の都合などで、市役所が開いている時間にどうしても行けない。｣という方のために、住民票や税の証明書な

どの時間外交付サービスを実施しています。

時間外交付サービスのご案内

（1）総合窓口課　（2）（3）税務課　☎0957-38-3111問

貸与条件　

　次の全てに該当することが必要です。

　１．扶養者が１年以上雲仙市内に居住している者

　２．学業及び人物がともに奨学生としてふさわしい者

　３．経済的な理由により修学困難な者

※他の奨学制度との併願・併給は可。

（ただし、独立行政法人日本学生支援機構との併給は不可）

対象学校

　①大学・大学院・短期大学・農業大学校

　②高等専門学校・専修学校（専修学校設置基準による修業

　　年限2年以上の学校）・各種学校（各種学校規程による

　　修業年限2年以上の学校）　　　　　　

　③高等学校

貸与金額　

　①月額20,000円以内

　②月額15,000円以内

　③月額12,000円以内

申込期間

　４月１日（水）～５月15日（金）

申込方法

　教育委員会総務課や生涯学習課各駐在に備え付けてある奨

学資金貸付申込書（市ホームページからダウンロードもでき

ます。）に必要書類を添付し、教育委員会総務課または各駐

在に提出してください。

　募集要項など詳しくは市ホームページをご覧ください。

雲仙市奨学資金のご案内

自立相談支援事業

ハローワーク諫早巡回相談が
開催されます！
日　時　5月13日（水）午前10時30分～午後3時15分

場　所　雲仙市福祉事務所（千々石庁舎内）

対象者　ひとり親家庭のお父さん、お母さん

内　容　職業相談、職業紹介

　　　　一人45分程度

　　　　＊事前に電話予約してください。

子ども支援課　☎0957-36-2500問

総務課　☎0957-37-3113問

保護課　☎0957-36-2500問

国民年金からのおしらせ

　「医療滞在ビザ」「ロングステイビザ」で来日して国内に居

住する人は、国民年金第1号および第３号被保険者の対象から

除外されます。

　すでに国民年金第１号被保険者となっている人はお手続き

が必要となりますので、パスポート、在留カード、印鑑を持って

年金事務所または市役所へお越しください。

（施行日：令和２年４月１日）

ねんきんダイヤル　☎0570-05-1165
諫早年金事務所　☎0957-25-1662

総合窓口課　☎0957-38-3111

問

国保からのお知らせ

「社会保険に加入する」とは？

１．お勤め先の健康保険に加入すること。

２．家族の勤め先の健康保険に加入すること。

　自動的に国保の資格が無くなることにはなりませんので、

必ず届出をして下さい。

届出がないと国民健康保険に加入したままとなり、国保税も

そのまま課税されます。

総合窓口課　☎0957-38-3111問

＜今月のオススメ＞　

国保税の納付は口座振替が便利です！

社会保険に加入したら、
国保への届出が必要です

しごとやくらしの困りごとありませんか？

あなたの生活・お金・仕事に関する悩みを

解決へ向けて支援いたします。

一人で抱え込まずにまずはお電話を！

医療滞在ビザ等で居住する人は

国民年金被保険者の対象から除外されます！

国保ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ
「ケンくん」

国保ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ
「コウくん」

なかなか

仕事が

見つからない

仕事を

辞めて家賃が

払えない

家族のことで

悩んでいる

利用できる交付サービス（平日午後７時まで、休日午前８時30分～午後７時まで）

（１）住民票

（２）所得、納税関係

　　　　所得証明書、所得・課税証明書、課税証明書、非課税証明書、納税証明書、

　　　　国民健康保険税納付額確認書

（３）固定資産関係

　　　　評価証明書（土地・家屋）、価格通知書（土地・家屋）、公課証明書、名寄帳写、

　　　　資産未所有証明書、地籍図、図根点一覧表、一筆図形、筆属性一覧表

　※受け取りを希望する本庁または総合支所へ時間内（平日午前8時30分～午後5時15分）にご連絡ください。

　　予約がないと交付できません。

　詳しくは市ホームページをご覧になるか、関係課へお問い合わせください。
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健康うんぜん21健康うんぜん21健康うんぜん21

5/31 は

ご自身と身近なあなたの大切な人を 

受動喫煙から守りましょう！ 

 

世界禁煙デー
タバコには 5,300 種類以上の化学物質と 70種類以上の発がん物質が含まれています。

「がん」だけでなく、虚血性心疾患、脳梗塞、COPD（慢性閉塞性肺疾患）などの病気を引き起

こす危険性が高くなります。また、タバコを吸う人（主流煙）よりも、「漂う煙（副流煙）の方」

に何倍もの有害物質が含まれています。

　健康増進法の一部を改正する法律が定められ、望まない受動喫煙防止が強化さ

れています。多くの人が集まる施設については、原則屋内禁煙となっています。

タバコを吸う方は、喫煙できる場所について確認しましょう。

慢性閉塞性肺疾患（COPD）の

主な原因は喫煙です。

進行して息切れなど症状が

重症化すると酸素吸入が

必要になります。

COPD を予防するには、

禁煙しかありません !

COPD 患者の肺 非喫煙者の肺

注意注意

問　健康づくり課　☎0957-36-2500

[ キラッと健康！応援プロジェクト ]

健康うんぜん 21計画（NEWS21）



からだ
こころ
からだ
こころ

と

の

健康相談健康相談

「健康が気になる」「眠れない」

「何かしら不安になる」

「タバコをやめたい」など、

からだやこころの健康に関する相談に

各総合支所等で保健師が対応します。

予約制となります。相談をご希望の方

は事前に健康づくり課または各総合支

所へご連絡ください。

問　健康づくり課

問　健康づくり課　　　　　　　☎0957-36-2500
　　長崎県原爆被爆者援護課　　☎095-895-2475

☎0957-36-2500

＊検査は無料・匿名でうけることができます。

              事前に予約が必要です＊ 
５月の相談日 時間：午前９時

　　　～11時30分

場所 日にち

国見総合支所

瑞穂総合支所

雲仙市役所本庁

愛野総合支所

千々石総合支所

小浜総合支所

南串山総合支所

12日（火）

25日（月）

11日（月）

22日（金）

14日（木）

26日（火）

被爆二世健康診断

即日検査は、抗体検査法の１つで、迅速診断キットを用いて行い、検査当日に結果をお伝えします。

【場　所】県南保健所（島原市新田町347-9）

【検査の予約・お問い合わせ】☎0957-62-3289（健康対策班まで）

開　催　日

令和２年６月１日（月）
　午後２時〜８時

（受付午後７時まで）

　HIV 検査普及週間

（６月１日〜６月７日）

時　　　間 備　　　考

健康診断の受診を希望される方は、お申し込みが必要です。

受付期間：令和３年２月12日（金）まで

受診回数：実施期間中において、１回のみ受診

対象：次のすべてを満たす方

　•両親ともに、またはどちらかが原爆被爆者である方

　•昭和21年６月４日以降（広島被爆の場合、６月１日以降）に生まれた方

　•長崎県内在住（長崎市在住を除く）の方

申込先：健康づくり課（千々石町）・総合窓口課（吾妻町）・各総合支所地域振興課

健診
無料

県南保健所では、より多くの方にHIV抗体検査を受けていただけるよう、下記日程にて即日検査を実施します。

● 広報うんぜん
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　令和２年３月に地域全体で自殺を防ぐための体制づくりを進めて

いくことを目的に「雲仙市自殺対策計画」を策定しました。

　また、悩みを抱えた人が、適切な支援につながるように市内の

相談窓口を中心に掲載したお守り型の「相談窓口リーフレット」を

作成しました。健康講座等で配布するほか、市役所内の窓口および

市内の施設等に設置しています。

雲仙市自殺対策計画を策定しました

問　健康づくり課　☎0957-36-2500
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　雲仙市では、市民のみなさんが手話に親しみ、手話
を通じて障害への理解を深めていただくため、手話出
前講座を実施しています。
　ろう者（手話を使う人）と市の専任手話通訳者がご
希望の場所に伺います。

対　　象：市内の団体（自治会、学校、保育所等、
　　　　　職場や仲間同士の集まりなど)
　　　　　※原則、1団体につき1回
日　　時：ご希望の日時(午前９時～午後４時の間)を
　　　　　お知らせください。日程を調整し、決定し
　　　　　ます。
　　　　　（講座は1～2時間程度ですが、学校の場
　　　　　合は授業時間に合わせます。）
場　　所：講座の開催場所の予約や使用料等について
　　　　　は申込団体でご準備ください。
内　　容：手話や聴覚障害に関すること。挨拶など日
　　　　　常生活で使用する簡単な手話。
受 講 料：講師料は無料。会場使用料は申込団体の負
　　　　　担となります。
申込方法：開催希望日の1か月前までに福祉課障害班
　　　　　へお申込みください。

仲間同士で、手話を体験してみま
せんか？【雲仙市手話出前講座】

　視覚に障害のある方を対象に、点字教室や歩行訓練、
ボランティアとの交流会を行い、日常生活向上のため
の支援を行っています。（参加費無料）
　市内参加者の方は、会場までマイクロバスでの無料
送迎も行っていますので、視覚に障害のある方へのＰ
Ｒのご協力をお願いします。

開催日・会場：5月13日（水）愛の夢未来センター
　　　　　　　5月20日（水）愛野保健福祉センター
　　　　　　　5月27日（水）愛野保健福祉センター
時　　　　間：午前10時～午後2時30分

　　　　　　問　雲仙市社会福祉協議会
　　　　　　　　☎0957-37-2855　または福祉課

視覚に障害のある方に生活訓練へ
の参加ＰＲをお願いします！

　障害者相談支援事業所「はあと」（市委託事業者）は、
障がいのある人やその家族を対象に毎月巡回相談を行
っています。お気軽にご相談ください。（秘密厳守）

開催日・会場：５月11日（月）小浜総合支所　
時　　　　間：午後1時30分～午後4時
　　　　　　　（予約不要、無料）

障害者巡回相談のお知らせ

【音訳ＣＤの配布】　身体障害者手帳（視覚に障害の
ある人）をお持ちの人には無料で配布しています。ご
希望の人は福祉課までご連絡ください。
【音訳ＣＤの貸出】　貸出無料。（貸出期間は２週間
です。）貸し出し場所は、福祉課、雲仙市図書館およ
び各公民館図書室です。

「広報うんぜん」音訳ＣＤの配布と
貸出について

　平成31年度に制定した雲仙市手

話言語条例を推進するため、手話啓

発パンフレットを作成しました。

　手話の普及と使いやすい環境づく

りのため、聞こえない人のことを理

解し、いつでも、どこでも、だれで

も自由に手話を使ってあいさつがで

きる、会話ができる、笑顔あふれる

雲仙市を目指します。

【解説】

①片方の親指を立て、もう片方の手のひらで

　2回軽く前に押す。【手伝う、助けるの表現】

②片方の手を相手に向けて降り下ろす。

　【相手に尋ねる時の表現】

★尋ねるような表情を添えて

　表現しましょう。

手話啓発パンフレット「手話であいさつ
笑顔あふれる雲仙市」ができました！

パンフレットは、各総合支所窓口や図書館等に設置しています。
また、ホームページにも掲載していますので、ぜひご覧ください。

　平成31年度に雲仙市手話言語条例が施行されました。

　手話を通じて障害への理解を深め、誰もがお互いに尊

重し、支え合い、地域社会において安心して暮らすことが

できる雲仙市を目指します。

① ②

やってみよう！やってみよう！～ワンポイント手話～

問 福祉課
　 ☎0957-36-2500

今月の手話 「お手伝いしましょうか？」

お知らせ福祉の
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　雲仙市では、特別支援学校（小学部、中学部、高等部）への通学に係る保護者の負担軽減および

児童や生徒の自立促進を目的として「通学支援事業」を実施しています。

　支援の内容は、児童や生徒が安心、安全に通学できるよう、特別支援学校への通学時にヘルパー

が付き添い、障害の程度や特性に応じて必要な支援を行うものです。

　保護者の方からは、「子どもの学校の送迎のために、仕事を退職しないといけないかと思っていた

とき、この通学支援制度を教えて頂き、活用することで大変助かっています。ヘルパーさんに一緒に

行ってもらえることで安心安全に通学できているのが一番ありがたいです。」など感想をいただいて

います。詳しくはご相談ください。　　　　　　　　　　　　　　問　福祉課　☎0957-36-2500

通学支援事業について

Ⅰ 県内唯一の高等特別支援学校

　○卒業後の職業的自立と社会的自立を目指します。

　○Ｈ30年度から職業学科を設置し、職業教育の充実を図っています。

　　（各コースの技術習得とその技術を土台として更なる就労する力を高めます）

　　★生活サービス科（ハウスクリーニングコース、ウェアクリーニングコース）

　　★流通サービス科（事務流通コース、食品加工・接客コース）

　　★環境デザイン科（農芸コース、木工コース）

Ⅲ 実習状況

　○１年生から３年間に５回の現場実習を行い、就労に必要な力を評価します。

　　現場実習の評価を基に、校内での学習にフィードバックします。

　◎学校見学も随時受け付けています。

　◎現場実習や雇用を考えてくださる事業所を探しています。

　　企業の皆様、是非一度、訪問させてください！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問　希望が丘高等特別支援学校　進路指導部　☎0957-43-5544

雲仙市地域自立支援協議会　就労部会だより
希望が丘高等特別支援学校のご紹介

「特別支援学級」は、通常の学級における指導では十分に教育の効果を上げることが困難な児童生徒に対し、自立や社会

参加に向けた主体的な取り組みを支援するという視点に立ち、その特性に応じてきめ細かで適切な教育を行うために、小・

中学校内に特別に設置された少人数の学級です。学級で個別に学習したり、通常の学級に入って集団の中で一緒に学習し

たりします。

　令和2年度、雲仙市内には、小学校１４校に３１学級、中学校７校に１１学級の特別支援学級が設置されています。

　年に2回（6月と12月）、在籍する児童生徒が一堂に会して小・中学校合同の交流会を実施し、体験活動や制作活動などを

行いながら交流を図っています。

　「通級指導教室」は、普通学級に在籍し、週に数時間通級指導教室に通いながら学習や生活上の教育的ニーズに応じて

適切な指導と必要な支援を行うものです。雲仙市内の小学校5校、中学校1校（令和2年度）に設置してあります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　問　雲仙市教育委員会　学校教育課　☎0957-37-3113

雲仙市地域自立支援協議会　子ども支援部会だより
「特別支援学級」「通級指導教室」のご紹介

　長崎県内には、現在、分校や分教室も含めて、24の特別支援

学校があります。長崎県立島原特別支援学校は、島原半島唯一

の特別支援学校として、本校小・中学部（島原市新田町）、本校

高等部（島原市崩山町）、南串山分教室（雲仙市南串山町）の三

校舎で教育を行っています。卒業後の社会生活も視野に入れな

がら、児童生徒一人一人の特性や教育的ニーズに応じて、きめ細

やかな指導を行っています。

　学校見学や教育相談にも、三校舎で随時対応しております。

特別支援学校に関すること、お子様の発達や学習、生活面、進

路に関することなど、何でもお気軽にご相談ください。

「特別支援学校」のご紹介

問　長崎県立島原特別支援学校

　　小・中学部　☎0957-64-4463／高等部　☎0957-65-4161／南串山分教室　☎0957-88-3394

南串山分教室

小・中学部

高等部

Ⅱ 進路状況

卒業年度
H29
年度

H30
年度

R1
年度

卒 業 生 数

企 業 就 労

A型事業所

訓 練 等

福祉的就労

そ の 他

31

26

1

2

0

2

29

19

3

5

1

1

29

25

3

0

0

1
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ホッ
と子育て　 ステーション子育て　 ステーション

　　　・最近子育てにストレスを抱えていて、少しの時間子どもを見てもらえないかしら・・・

　　　・子どもと一緒に気軽に遊びに行ける場所はないかな・・・

　　　・保育所や認定こども園等の利用手続きはどうしたら良いのだろう・・・

　　　・子どもが病気で保育園には行けないけど、どうしても仕事が休めない・・・　

　　　・入院することになったから、しばらくの間、子どもを預かってもらえないかしら・・・

　子育てをしていると、他にも様々な悩みや困りごとが次々に出てきます。また、子どもの年齢によって、

　悩みの内容も変わってきたりします。そんな時には自分で考え込まずに、誰かを頼ってみましょう。

　相談内容に応じて、子育て支援員が情報の提供を行います。何でもお気軽にご相談ください。

　　　　　　　　相談場所　　雲仙市福祉事務所　子ども支援課子育て支援班（電話相談可）

　　　　　　　　相談時間　　午前 8 時 30 分～午後 5 時（土日・祝日・年末年始を除く）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問　子ども支援課　☎0957-36-2500

　福祉医療の助成を受けるためには、福祉医療受給資格の認定が必要です。雲仙市にお住まいの方で下記の区

分に該当する方は、市の窓口で手続きしてください。

福祉医療制度の寡婦とは、「配偶者のいない女子で、かつて配偶者のいない女子として児童を扶養してい

た、または、未婚の女子」を言います。

小学生になられた時は、乳幼児での資格は喪失しますので認定には再度手続きが必要です。

母子家庭の母・父子家庭の父が、高校を卒業した子などを引き続き監護している場合は、母または父のみ

対象となる場合があります。（最も年齢の低い子の 20 歳の誕生日の前日の属する月の末日まで）

認定には再度手続きが必要です。（在学証明書・特別児童扶養手当証書など、子を監護していることを証

明する書類が必要です）

手続き書類は該当区分によって異なりますので、詳しくは子ども支援課へお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問　子ども支援課　☎0957-36-2500

・

・

・

・

子育てに関する相談に応じます

福祉医療制度について
～乳幼児・子ども・母子・父子・寡婦の方へ～

○子育てに関して、お困りやお悩みのある方は、子ども支援課へご相談ください。

区　分
所得
制限

なし

給付
対象

給付
方法

現物給付

償還払

入院

通院

入院
のみ

入院
のみ

あり

あり

対　象　者 助　成　額

乳 幼 児

子 ど も

母子家庭の母

父子家庭の父

母子家庭の子

父子家庭の子

寡　婦

小学校就学前まで

小学生・中学生

母子家庭の母または父子家庭の

父で、20 歳未満の子を監護して

いる人

18 歳未満の人、または高校に在

学中の場合は、18 歳に達する日

以後の最初の 3 月 31 日までの人

上記を除く 20 歳未満の高校生

寡婦で、60 歳以上 70 歳未満の

女子で、扶養義務者と生計同一

でない人

医療機関等ごとに、

1 か月のうち

　・1 日受診した場合

　　　800 円

　・数日受診した場合

　　1,600 円（月上限）

　　を控除した額

※調剤薬局の保険診療分につい

ては自己負担はありません

医療機関ごとに、ひと月の保険

診療分の自己負担合計額から

1 日 1,200 円を控除した額
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パートナーからの暴力（DV）にひとりで悩んでいませんか？
DV( ドメスティック･バイオレンス ) は、配偶者や恋人などの親密な関係にある、またはあった相手から振る

われる暴力をいいます。交際中の男女間で起こる暴力をデート DV と呼びます。

直接的な暴力でなくてもDVです。

◎あなたとパートナーの間でこんなことを感じることはないですか？
□　｢ダメなやつ｣｢バカ｣などと傷つく言い方をされる

□　自分のことを最優先にしないと言って怒られる

□　ケンカになったとき「怒らせるお前が悪い」といつも私のせいにされる

□　携帯電話を勝手にチェックしたり、アドレスを消したりされる

□　夜の会合の出席をいやがる、自由に外出させてくれない

□　予定を細かく報告しないとキゲンが悪いなど、束縛がきつい

□　服装や髪型にうるさく干渉されることが多い

□　相手のことを怖いと感じたり、相手といるのが不安になることがある

□　優しかったり怖かったり、二重人格のように感じることがある

□　断っても強引に性関係を持とうとする、避妊しない

□　お金を返さないで平気でいる

□　女性が働くのにいい顔をしない、家事や育児の手を抜くなと言われる

◎こんなことを相手にしていませんか？
□　相手が自分の言うことを聞かないとイライラする

□　相手の行く先、服装、することなどすべてに口出す権利があると思っている

□　腹が立つと大声を出したり物をたたいたりする

□　相手が自分のことを好きなら、嫌なことでも応じるべきだと思う

□　つきあったり結婚したら、相手は自分のものだと思っている

□　相手が異性と話していると、ものすごく腹が立つ

□　好きだったら愛情表現として束縛したり、たたいたりしていいと思っている

■DV 相談ナビ

■長崎県配偶者暴力相談支援センター

■長崎県男女共同参画推進センター

■県警本部ストーカー・ＤＶ相談

…………………………… ☎0570-0-55210

… ☎095-846-0565

…… ☎095-822-4730

……… ☎095-820-0110

STOP!! 「DV・デート DV」

問　子ども支援課　☎0957-36-2500

がついたら要注意。あなたと相手は対等なパートナーでしょうか？

がついたら要注意。相手を対等なパートナーと思っていますか？

》》DV に気づくためのチェックリスト

ご相談ください



は
ぴ
ね
す
通
信

は
ぴ
ね
す
通
信

男
女
が
互
い
を
認
め
合
い
、

尊
重
し
、
協
力
し
合
う
ま
ち
　
雲
仙
市

　
２
月
13
日
に
瑞
穂
町
の
九
州
ワ

コ
ー
ル
製
造
（
株
）
長
崎
工
場
に
お
い

て
男
女
共
同
参
画
懇
話
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
九
州
ワ
コ
ー
ル
製
造（
株
）長
崎
工

場
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
木
原
委
員
か

ら「
会
社
概
要
」、「
女
性
が
働
き
や
す

い
職
場
づ
く
り
の
工
夫
」、「
女
性
活
躍

を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題
」に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
意
見
交
換

を
し
、
職
場
の
様
子
を
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
九
州
ワ
コ
ー
ル
製
造（
株
）長
崎
工

場
で
は
、
社
員
の
93
・
４
％
を
女
性
が

占
め
て
い
る
た
め
、
以
前
か
ら
女
性
が

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
女
性
管
理
職
の
登
用
が
進
ま

な
い
と
い
う
悩
み
が
あ
り
、
懇
話
会
か

ら
は
、「
女
性
は
、
男
性
と
比
べ
て
家
事

　「
お
金
を
払
っ
た
の
に
商
品
が
届
か
な
い
」「
粗
悪

な
コ
ピ
ー
品
が
届
い
た
」「
事
業
者
と
連
絡
が
取
れ

な
い
」な
ど
、
詐
欺
的
な
サ
イ
ト
に
よ
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
販
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
数
発
生
し
て
い
ま

す
。

　
商
品
名
や
ブ
ラ
ン
ド
名
で
の
検
索
結
果
の
上
位

に
も
、
詐
欺
的
サ
イ
ト
が
紛
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

◆
こ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
も

事
例
１
　
商
品
を
注
文
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番

号
を
入
力
し
た
が
エ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
メ
ー
ル
で
問

い
合
わ
せ
た
が
返
信
は
な
く
、
そ
の
後
、
カ
ー
ド
に

覚
え
の
な
い
商
品
代
金
の
請
求
が
あ
り
、
迷
惑

メ
ー
ル
も
多
く
な
っ
た
。

事
例
２
　
半
年
前
に
商
品
を
注
文
し
、
商
品
未
着

で
連
絡
が
取
れ
な
か
っ
た
が
、
数
千
円
の
被
害
で

あ
っ
た
た
め
諦
め
た
。
最
近
、
自
宅
に
詐
欺
被
害
者

か
ら
苦
情
の
手
紙
が
届
く
よ
う
に
な
り
、
ネ
ッ
ト
で

調
べ
る
と
自
分
の
住
所
が
詐
欺
サ
イ
ト
の
連
絡
先

に
流
用
さ
れ
て
い
た
。

◆
被
害
に
あ
っ
た
場
合
は
？

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
を
入
力
し
て
し
ま
っ
た

場
合
は
、
す
ぐ
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

　
あ
わ
せ
て
悪
用
防
止
の
た
め
、
カ
ー
ド
番
号
の

変
更
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
い

回
し
て
い
た
場
合
は
、
不
正
ロ
グ
イ
ン
を
防
ぐ
た

め
、
他
の
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
ロ
グ
イ
ン
履
歴
を
確

認
し
、
パ
ス
ワ
ー
ド
を
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。

　
代
金
振
り
込
み
に
よ
る
金
銭
被
害
に
つ
い
て
の

被
害
救
済
は
難
し
い
の
で
す
が
、
金
融
機
関
へ
の
申

し
出
に
よ
り
口
座
凍
結（※

注
）で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
振
込
先
が
詐
欺
に
使
用
さ
れ
た
口
座
か
ど
う
か

を
確
認
で
き
る
サ
イ
ト
も
あ
り
ま
す
。

（※

注
）「
振
り
込
め
詐
欺
救
済
法
」に
基
づ
く
措
置

　
詐
欺
サ
イ
ト
の
取
り
締
ま
り
は
難
し
い
た
め
、

被
害
に
あ
わ
な
い
こ
と
が
一
番
で
す
。
た
だ
し
、
被
害

に
あ
っ
て
も
救
済
方
法
を
検
討
で
き
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

や
家
庭
の
心
配
事
を
担
う
割
合
が
多

い
の
で
、
拘
束
時
間
が
長
い
管
理
職
に

な
る
こ
と
を
躊
躇
す
る
の
で
は
な
い

か
」な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
女
性
が
管
理
職
に
就
く
た
め
に

は
、
職
場
全
体
で
長
時
間
労
働
を
見

直
す
な
ど
、
職
場
環
境
の
改
善
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
家
庭
で
は
、
家
族
の
中
の
役
割

分
担
を
見
直
し
、
男
女
が
お
互
い
を

尊
重
し
、
家
族
の
一
員
と
し
て
協
力
し

合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
少
子
高
齢
化
に
伴
う
労
働
力
人
口

の
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
男
性

も
女
性
も
働
く
人
の
意
思
や
能
力
に

応
じ
て
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
を
選

択
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
が
大
切
と
い
え
ま
す
。

問 雲仙市

男女共同参画センター
（地域づくり推進課内）

☎0957-38-3111

Vol.146

雲仙市男女共同参画懇話会第３回会議を実施しました

雲仙市消費生活センター　☎0957-38-7830 知らないと怖い！ネットトラブル
だまされないで！ネット通販の詐欺的サイト

く ら し の 情 報 通 信 今月のテーマ

第７期第７期第７期第７期

困ったときは消費生活センターへすぐ相談！
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情 報 ひろば

■
無
料
相
談
所
（
遺
言
な
ど
の
法
律
相

談
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
諫
早
公
証
役
場
で
は
、平
日
の
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
と
、５
月
９

日（
土
）の
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
遺
言
、相
続
、離
婚
養
育
費
、任
意

後
見
人
な
ど
市
民
の
皆
様
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
、秘
密
厳
守
で
す
の
で

遠
慮
な
く
お
電
話
く
だ
さ
い
。

※

予
約
制

問
　
諫
早
公
証
役
場
　
諫
早
商
工
会

館
４
階

☎
０
９
５
７（
23
）
４
５
５
９

■
ち
ょ
っ
と
勇
気
を
出
し
て
「
ぴ
あ
サ

ポ
ー
ト
う
ん
ぜ
ん
」
を
の
ぞ
い
て
み
ま

せ
ん
か
！

　「
ぴ
あ
サ
ポ
ー
ト
う
ん
ぜ
ん
」で
は
、

発
達
障
害
児
（
者
）
、
ひ
き
こ
も
り
、
不

登
校
児
な
ど
の
ご
本
人
や
そ
の
家
族

が
互
い
の
悩
み
を
共
有
す
る
な
ど
、情

報
交
換
の
で
き
る
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。参
加
費

は
無
料
で
す
。

【
５
月
開
催
日
】

５
月

17
日（
日
）午
後
１
時

30
分
〜
３

時
30
分

場
所
　
愛
の
夢
未
来
セ
ン
タ
ー

２
階
和
室（
小
）

問
　
福
祉
課
障
害
班

☎
０
９
５
７（
36
）
２
５
０
０

■
魅
力
あ
る
諫
早
湾
水
産
業
創
出
支

援
事
業
の
募
集

　
（
公
財
）
諫
早
湾
地
域
振
興
基
金
で

は
、諫
早
湾
に
お
け
る
水
産
資
源
の
安

定
確
保
の
た
め
、こ
の
地
域
に
お
け
る

水
産
振
興
に
資
す
る
事
業
を
募
集
し
、

選
定
さ
れ
た
事
業
に
助
成
し
ま
す
。

公
募
期
間
　
５
月
７
日
（
木
）
〜
７
月

10
日（
金
）

公
募
要
領
　
農
漁
村
整
備
課
、瑞
穂
総

合
支
所
、国
見
総
合
支
所
に
置
い
て
い

ま
す
。

問
　（
公
財
）諫
早
湾
地
域
振
興
基
金

☎
０
９
５
７（
26
）
６
８
０
８

■
ひ
と
が
行
き
交
う
諫
早
湾
づ
く
り

促
進
事
業
の
募
集

　
（
公
財
）
諫
早
湾
地
域
振
興
基
金
で

は
、諫
早
湾
干
拓
事
業
に
よ
り
あ
ら
た

に
創
出
さ
れ
た
場
所
・
空
間
の
さ
ら
な

る
魅
力
づ
く
り
や
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
、

利
活
用
を
目
的
に
、周
辺
住
民
の
方
々

の
参
画
に
よ
る
、環
境
美
化
活
動
や
美

し
い
景
観
づ
く
り
、イ
ベ
ン
ト
開
催
な

ど
の
事
業
を
募
集
し
、選
定
さ
れ
た
事

業
に
助
成
し
ま
す
。

公
募
期
間
　
５
月
７
日
（
木
）
〜 

６
月

12
日（
金
）

公
募
要
領
　
農
漁
村
整
備
課
、愛
野
総

合
支
所
、
瑞
穂
総
合
支
所
、
国
見
総
合

支
所
に
置
い
て
い
ま
す
。

問
　（
公
財
）諫
早
湾
地
域
振
興
基
金

☎
０
９
５
７（
26
）
６
８
０
８

■
カ
ネ
ミ
油
症
認
定
患
者
の
人
へ
　

健
康
実
態
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

　
県
内
に
お
住
ま
い
の
カ
ネ
ミ
油
症

認
定
患
者
の
人
を
対
象
に
健
康
実
態

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
人
に

は
健
康
実
態
調
査
支
援
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

対
象
　
３
月
31
日
ま
で
に
カ
ネ
ミ
油

症
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

回
答
期
限
　
６
月
30
日
（
火
）
ま
で

※

消
印
有
効

※

調
査
に
関
す
る
通
知
が
届
い
て
い

な
い
人
で
、調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
　
長
崎
県
生
活
衛
生
課

☎
０
９
５（
８
９
５
）
２
３
６
２

■
佐
世
保
高
専
専
攻
科
　
産
業
数
理

技
術
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ご
案
内

　
「
専
門
工
学
分
野
（
機
械
、
電
気
電

子
、情
報
、応
用
化
学
）」に
加
え
、数
学

的
考
察
・
処
理
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
を
養
成
し
ま
す
。

【
推
薦
入
試
】

出
願
期
間
　
５
月
７
日
（
木
）
〜
５
月

13
日（
水
）

試
験
日
　
５
月
23
日（
土
）

【
学
力
入
試（
前
期
）】

出
願
期
間
　
６
月
１
日
（
月
）
〜
６
月

５
日（
金
）

試
験
日
　
６
月
20
日（
土
）

【
社
会
人
特
別
選
抜（
前
期
）】

出
願
期
間
　
５
月
７
日
（
木
）
〜
５
月

13
日（
水
）

試
験
日
　
５
月
23
日（
土
）

問
　
佐
世
保
工
業
高
等
専
門
学
校
　

学
生
課
　
入
試
担
当

☎
０
９
５
６（
34
）
８
４
２
８
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（参考：文部科学省発行

 「学校運営協議会設置」の手引き）

問 学校教育課 ☎0957-37-3113

さんの活動日記チェチェ
　雲仙市の皆さん、アンニョンハセヨ！
　新生活がスタートする春は引っ越しの多いシーズンです。韓国ではこの時期に

「チプトゥリ（집들이）」というイベントがよく行われます。「チプ」は家、「ドゥリ」は「入
れる、入る」の意味で、家族や友人・職場の同僚などを招いて新居のお披露目をし、
料理をおもてなしする引っ越しのお祝い文化です。
　招かれた人はお祝いのプレゼントを持っていきますが、そのプレゼントで一番人気なのがトイレットペーパー
や洗剤・掃除用品などの日用品です。新生活の必需品ということもありますが、トイレットペーパーには「引っ張る

とスルスルほどけるようにすべての事がうまくいきますように」、洗剤
には「泡のように財産や良いことが増えますように」という意味がある
ようです。もちろん果物やケーキなどの一般的なプレゼントをする人
も多く、最近多いのはワインや小物、アロマキャンドルだそうです。
　この「チプトゥリ」に振る舞う料理の定番は「ブルコギ」「チャプチェ」
です。昔からお祝いの場でよく登場する料理で、この「チプトゥリ」料
理も楽しみのひとつです。しかし最近は手作りの料理の代わりに外食
をしたり、出前を頼んだりする家庭も増えています。共働きや一人暮
らしの家庭が増えた影響もあり、お祝い文化も変化する様子ですが、

「チプトゥリ」を通じて新生活を共に祝い、応援するという気持ちは変
わらないですね。

お祝いプレゼントセット▶

▲チプトゥリ料理

　南串第一小学校は、雲仙市立

小・中学校の中で、最初のコミュ

ニティ・スクールです。また、コ

ミュニティ・スクール（学校運営

協議会設置校）については、今後

さらに増やしていく予定です。

令和２年４月から

　南串第一小学校をコミュニティ・スクールへ
令和２年４月から

　南串第一小学校をコミュニティ・スクールへ

コミュニティ・スクールとは？
　コミュニティ・スクールとは、「学校運営協議会制度」を導入した学校のことです。学校運営や学校の課題に対して、

広く保護者や地域住民の皆さんが参画できる仕組みであるこの制度を基に、「開かれた学校」から「地域とともにある

学校」へ転換していきます。

コミュニティ・スクールを導入して、社会総掛かりでの教育の実現を目指します。

市区町村
教育委員会

学校の指定
委員の任命

学校運営の
基本方針

学校運営・
教育活動

委員：保護者、地域の皆さん、教育委員会、校長など

学校運営協議会

コミュニティ・スクール

保護者・地域の皆さん

学校

校長

学校運営に関する

意見
承認

説明

意見

意見

説明

説明
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市長のコラム

新型コロナウイルス感染症の影響による
雇用、経営、資金繰り等に関する相談窓口

▼先月号のスポーツ振興課稲﨑泰樹さんのコラムについて

思うところを書きます。『スポーツを通した貴重な経験から、

私が日ごろ心掛けていることは、恩師がよく言っていた「普

通が一番すごいんだよ」という言葉です。当時は何を言って

いるんだろうと思っていましたが、年を重ね、この言葉は、「当

たり前のことを当たり前にやりなさい」という教えだったのだ

なと思うようになりました。』という部分は似たような思いを

抱いたことがあり、共感を覚えました。▼稲﨑さんは４月から

環境省国立公園課に派遣勤務となりました。環境省におい

ては、「国立公園満喫プロジェクト」の施行、出国税を原資と

した「国立公園利用拠点滞在環境等上質化事業」の開始等

がなされ、日本最初の国立公園を有する本市にとって大きな

追い風となっている状況の下、環境省においての稲﨑さんの

仕事に大きな期待を寄せています。▼折しも新型コロナウイ

ルス感染症の拡大に伴い東京都が特定警戒都道府県に指

定され大変心配しています。感染防止に最大限努めながら

今の気持ちを忘れず全力を尽くしてもらいたいと祈念してい

ます。▼環境省には自然保護官として雲仙に勤務されていた

方、また長崎県自然環境課に勤務されていた方が多数要職

に就かれ活躍されています。今後、稲﨑さん本人にとって、

また雲仙市にとって、その人脈は大きな財産となります。くれ

ぐれも健康に気を付けて与えられた仕事に精進を重ねて下

さい。期待しています。

　　　　　　　　　　　　雲仙市長　金澤　秀三郎

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000

10歳未満

3,216人

10～20代

6,832人

50～60代

12,961人

90代～

1,414人

30～40代

8,770人

70～80代

9,758人

人のうごき（3 月末）

★口座振替推進キャンペーン★

●雲仙市の人口割合（3 月末）

【住民基本台帳月報】

■人　口：42,951 人　（前月比－296 人）

　　男性：20,310 人　女性：22,641 人

■世帯数：17,330 世帯（前月比－22 世帯）

雲仙市内の企業経営者の皆様へ

　新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い緊急事態宣

言が発令されるなか、今まで経験したことのない不透

明な経営環境において、懸命に事業の継続に取り組ま

れている皆様に心より敬意を表します。

　命を守る（手洗い・うがい・マスクの徹底、３密（密閉・

密集・密接）をさける）行動が一番大切である事を胸

に刻んだ上でお伝えしたいことがございます。

　まず、国の経済対策における融資制度を最大限活用

してください。今日までの財務内容や従来の金融機関

との取引の過程で条件変更をしたこと等により、追加

の融資が受けられなかった事業所にも融資可能となっ

た事例もあることから、あきらめないで金融機関もし

くは市役所に相談してください。

　次に、雇用を守るため、雇用調整助成金の対応を是

非検討してください。大雑把な試算では、休業手当に

対する事業所の負担は最終的に約 1/20 程度まで軽減さ

れます。事務的にも面倒くさいと思われるかもしれま

せんが、県の制度には、申請するにあたり、社会保険

労務士の指導助言を受けられるメニューもあります。

解雇に至る前に是非下記相談窓口もしくは県庁、市役

所に相談してください。今の経済状況が長期間続くこ

と、また、新型コロナウイルス感染症のワクチンや治

療薬が開発される期間まで、落ち着きを取り戻せない

ことを大変危惧しています。

　４月１７日市議会臨時会において市の経済対策を全

会一致でご承認いただきました。３月定例会において

既に承認いただいた今回の融資に関する利息および保

証料補助に加え、雇用調整助成金の上乗せ、商品券の

給付による市内事業者、飲食店、商店に対する支援等、

できうる限りの支援を行ってまいります。花き、肥育

農家をはじめ、苦しい状況に至っている様々な業種に

対しても国・県の動向を注視しながら検討を重ねてま

いります。市単独でできることには限界があり、「ハチ

ドリのひとしずく」に過ぎないのかもしれませんが、「で

きることをできうる限り」努力を重ねてまいりますの

で、事業者の皆様もどうかあきらめないで、今まで同

様一日一日のお仕事を積み重ねてくださいますよう心

よりお願いを申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　雲仙市長　金澤　秀三郎

○雇用調整助成金に関する相談
　　長崎労働局　☎ 095-801-0042（直通）

○経営・資金繰り等に関する相談
　　長崎県産業政策課　☎ 095-895-2650
　　雲仙市商工労政課　☎ 0957-38-3111
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●この印刷物は、環境に配慮したインキで印刷されています。

v
o
l.1

7
5

令
和

２
年

5
月

1
日

発
行

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

h
ttp

://w
w

w
.city

.u
n
zen

.n
a
g
a
sa

ki.jp
/

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
：

h
ttp

://w
w

w
.fa

ceb
o
o
k.co

m
/u

n
zen

city

発
行

：
雲

仙
市

役
所

編
集

：
秘

書
広

報
課

〒
8
5
9
-1

1
0
7
 長

崎
県

雲
仙

市
吾

妻
町

牛
口

名
7
1
4

☎
0
9
5
7
-3

8
-3

1
1
1
　

F
A

X
.0

9
5
7
-3

8
-3

5
1
4

E
メ

ー
ル

 
　

in
fo

-u
n
zen

@
city

.u
n
zen

.lg
.jp

新型コロナウイルス感染症についてのお知らせ

相談連絡先 (土日祝日専用 )が変わりました

・

・

風邪の症状や３７．５度以上の発熱が４日以上続く方

強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある方

なお、以下のような方は重症化しやすいため、この状態が２日程度続く場合

・ 高齢者、妊婦の方

・ 糖尿病、心不全、呼吸器疾患（COPD 等）の基礎疾患がある方や透析を受けている方

★新型コロナウイルス感染症について、心配や不安なことがある場合は下記へご相談ください。

◎県南保健所（帰国者・接触者相談センター）
　　　　　　　 （平日　午前9時～午後5時45分）

◎長崎県相談センター （土日祝日専用）
　　　　　　　　　

（午前9時～午後5時30分）

TEL

TEL

0957 ‒ 62 ‒ 3289

070 ‒ 4223 ‒ 4371
070 ‒ 2667 ‒ 3211

　「広報うんぜん」では、「市民の皆さんに親しみある広報紙」となるよう、昨年度から「表紙写真」を募集し

ています。詳しくは市のホームページをご覧ください。

募集内容　年 12 回発行の「広報うんぜん」の表紙を飾る、雲仙市の特徴（イベント＋市民、自然＋市民、物産＋

　　　　　市民など）を表す写真を募集します。

応募締切　月ごとに締切が異なります。6 月号は 5 月 13 日（水）必着です。

　　　　　採用された場合、6 月号の表紙に掲載いたします。

その他　　表紙写真で採用された場合、3,000 円分の QUO カードを贈呈いたします。

　今月の表紙写真は、石垣保治さんに提供していただきました。

　撮影場所は、国見町にある「長崎県立百花台公園」です。2 台のカメラで地上と天空を異なる露出に

より長時間露光で撮影して、１枚の写真に収めたそうです。月夜の下、満開の桜と星の軌跡が美しいで

すね。

長崎県立百花台公園（国見町多比良戊 1448-46）

　雲仙普賢岳を間近に望む自然豊かな公園です。

　敷地内には芝生広場をはじめ子どもたちに人気

の遊具やスポーツレクリエーション施設も充実し

ており、自然を満喫しながら思い思いの時間を過

ごすことができます。

今月の表紙「月夜の櫻」

「表紙写真」を大募集！

問　秘書広報課　☎0957-38-3111

★口座振替推進キャンペーン★

市税を口座振替にして地元温泉に泊まろう！

市税の口座振替新規申込者に

「可燃物ゴミ袋」プレゼント1
新規申込者に加え、現在口座振替
を継続されている人にも抽選で
温泉宿泊券などが当たります！

2
期間：令和2年4月1日～令和2年7月31日

新規に雲仙市税の口座振替の申込みをし

た人（本人の口座番号を変更するのみの

場合は対象外となります。）

対象者： 4 月から 7 月までの新規申込者及び市税の口

座振替継続者で令和 2 年度の市税を 4 月か

ら 12 月までの納期内で滞りなく納付した人

対象者：

※ キャンペーン期間終了後、「ゴミ袋引換券」を送

付しますので、雲仙市役所本庁又は各総合支所

で品物と交換してください。

※

※

当選者の発表は令和３年２月頃、商品の発送をもってかえさせ
ていただきます。
口座振替の再振替者は除きます。

市役所本庁・各総合支所では、キャッシュカードと
免許証等 だけで口座振替手続きが完了します！
このサービスが利用可能な金融機関は、次のとおり
です。
・十八銀行・親和銀行 ・ゆうちょ銀行

① 雲仙温泉 宿泊券 （2 名様分）
② 小浜温泉 宿泊クーポン券（2 名様分）
③ 雲仙市商工会商品券 5,000 円分
④ 小浜温泉入浴手形
⑤ みずほ温泉千年の湯入浴券（2 名様分）

5 名様
5 名様

20 名様
30 名様
25 名様

問　収納推進課　☎0957-38-3111


